
（別紙３）

～ 令和8年1月20日

（対象者数） 19名 （回答者数） 19名

～ 令和8年1月10日

（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
支援計画作成(更新)後の各機関での取り組みの状況やお子様の様子に関する

フィードバックの徹底。

2 保護者を交えての研修も再開したいと考えている。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者面談や日々の引継ぎ等の際にきょうだい児に関する情報共有も促進す

る。

2

3

○事業所名 まんようの里キッズ

○保護者評価実施期間
令和7年12月15日

○保護者評価有効回答数

令和7年12月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月6日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

きょうだい児支援
個別に家庭ごとに相談対応はしているが、保護者や家族を含めた研修等の企

画ができていない。

個別支援計画の作成(立案)過程の細かなアセスメントや評価

利用日ごとに支援計画一つ一つのねらいに対して達成度を評価し、更新前に

達成割合を算出。更新に伴い、同じねらいが継続する場合でも達成割合の変

化やエラーが生じやすいポイント等を明示的に保護者や関係機関と共有して

いる。

研修体制の充実

大学の先生によるコンサルテーションを受けている。事例検討の他、ASDに

関する基本的な理解や家族支援等講義形式での実施。事例検討では検討課題

の整理を職員間で共有しながら取り組んでいる。

事業所における自己評価総括表公表


